










研究目的 

新生児壊死性腸炎の起因菌の一つとしてC1.difficileの意義と,そのNICU内での検出率と,

抗生物質あるいは栄養法との関連を昭和 58 年度の当研究により,報告したが,日本全国で

はいかなる菌が壊死性腸炎から証明されているかを知ることは本疾患の本態を考えるうえ

で極めて意義深いことである。またあわせて我国の本疾患の最近の動向を知ることは疫学

上重要なことであると考えられる。 

そこで我々は我国のNICU があると考えられる代表的な施設にアンケートを依頼し,上記の

2事項について検討した。 


